
 
 

契約管財課 

 物品契約における制限付一般競争入札の試行対象案件の拡充について 

１  経緯 

  区は、物品の購入に関する契約に係る入札について、受注を 希望する事業者

が入札に参加でき る環境整備を目的と し 、平成２ ７ 年１ ２ 月から 、制限付一般

競争入札を 試行実施し ています。  

令和２ 年４ 月１ 日には、 よ り 多く の事業者が入札に参加し やすい環境を 整

備し 、 適正な入札を 実施する こ と 及び効率的な契約事務を 執行する こ と を 目

的と し て、 制限付一般競争入札の試行対象案件を 拡充し まし た。  

その結果、制限付一般競争入札１ 件当たり の入札参加事業者数が増加し 、ま

た、 指名競争入札の際に必要な入札参加事業者の選定に要する時間が短縮さ

れ、 契約事務の効率的な執行が可能と なり まし た。  

こ のこ と を踏まえ、更に対象案件を拡充し 、入札参加機会の拡大及び事務の

効率化を 図り ます。  

 

２  試行対象案件の拡充 

  制限付一般競争入札は、事業者自ら が契約内容を 把握し 、入札参加を申請す

る制度であるこ と を踏まえ、拡充する案件は、業務内容に関する技能及び資格

等を 受注者の要件と し ている以下の８ 業務と し ます。  

 拡充する案件 現  行 

試
行
対
象
案
件 

①運搬請負業務 

②プール管理業務 

③検査業務 

（ 大気及び水質検査等）  

④第三者評価業務 

⑤害虫駆除 

⑥ク リ ーニング 

⑦消防設備保守点検業務 

⑧データ 入力 

①物品購買 

②印刷製本 

③機械設備等の部品交換業務 

④廃棄物処理業務 

⑤賃貸借業務 

⑥建物、 貯水槽及び雨水ます等

の清掃業務 

 

３  適用 

  令和３ 年４ 月１ 日以後に契約を 締結する案件から 適用し ます。  
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